
栽培植物
環境科学

複合生態フィールド教育研究センター
（陸域 大崎市鳴 温泉）

※フィールドセンターには、生物共生科学分野、陸圏生態学分野、
資源動物群制御科学分野，家畜福祉学分野(寄附講座)と合わせて
５研究室があります。

研究室は大崎市鳴子温泉にあります

環境科学
分野 Environmental Crop

Science Laboratory

（陸域、大崎市鳴子温泉）

飼料用トウモロコシの収穫

分野 Science Laboratory
HP:http://www.agri.tohoku.ac.jp/ecs/index-j.html

21世紀は「環境と食料の世紀」とも呼ばれ、環境
保全と持続的で高いレベルの食料生産を両立

農業と環境を作物栽培を通して考える！

初夏の水田

火山灰からできた黒い土

水田での調査

させる技術が求められています。

当分野は、フィールド研究を基本とし、

『環境と調和した持続的な作物生産技術の開発』

を目的として、環境と植物の関係を探る基礎研究、
応用研究を行っています。

初夏の水田

冬期湛水水田

仙台市

仙台から約 70 km。
車で 1 時間 30 分。

★

研究の合間にバーベキュー

特に、有機物の循環利用、生き物の保全、土壌
微生物の活用、根の形態と機能の視点から取り
組んでいます。

秋の鳴子峡

省資源型農業のために、土の中の微生物の力を活かす！

スポーツ大会畑作業の休憩時間

省資源型農業のために、土の中の微生物の力を活かす！

土の中には多種多様な無数の微生物が
生息しています。それら微生物の中には、
植物が必要とする窒素やリンなどの養分
を植物に供給することによって、植物の生
育を改善できる微生物がいます

菌根菌は、植物の根に共生するカビ（菌
類）の一種で、土壌中からリンを吸収し
て植物へ供給します。この菌の機能を
活用して、限られた資源であるリンを作
物の生産に有効に利用するための研究育を改善できる微生物がいます。 物の生産に有効に利用するための研究
を進めています。

根に菌根菌が
共生している様子共生している様子

醸すぞ……

わーわー

わーわー

醸すぞ

土１ｇの中には10億以上の細菌、100万以上の菌
類が生息しています（写真：蛍光顕微鏡での観察）

われわれ菌根菌の
胞子なのだ

キャラクター：「もやしもん」公式HPから

醸すぞ

わーわー
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醸すぞ……

今年はネギを使って
試験をしています。



生ごみアシドロコンポストで作物を育て、雑草も抑制！

酸性条件で生ごみなどを堆肥化した新タイ 廃棄物を肥料とし 循環利用（捨 れば環境汚染）

アシドロコンポストとは？ 生ごみをアシドロコンポストにすることによって

酸性条件で生ごみなどを堆肥化した新タイ

プのコンポスト（通常はアルカリ性）。

アシドロコンポストを作る過程では、通常のコ

ンポスト化に比べ、臭気の発生が少なく、ア

ンモニア揮散を抑制できるため、環境への

廃棄物を肥料として循環利用（捨てれば環境汚染）

コンポストを製造する過程での環境汚染を少なくする。

除草剤（農薬）の使用量を減らす。

生ごみアシドロコンポストの有効利用に関する研究に

負荷が少ないと期待されています。

家庭 食品工場

取り組んでいます！

アシドロコンポスト化による

アシドロコンポスト化

作物生産

生ごみ

アシドロ
コンポスト区

化学肥料区 無肥料区

雑草抑制効果の比較
→アシドロコンポスト区の雑草本数が

少ない

アシドロコンポスト化による
生ごみの循環利用

アンモニア

大気汚染

田んぼで生きものを守る ～農地の生物多様性の回復～

→アンモニア揮散量が少なく、
環境への負荷が小さい

少ない
生ごみアシドロ

コンポスト

ぜ ぼ ず ぼなぜ田んぼの生きものを守るのか？ ふゆみずたんぼって？

田んぼは本来、タガメやメダカ、コウノ
トリやトキなどが生息する、生きものが
豊かな場所でした。

戦後の農地開発・整備、大量の農薬

開発による
湿地の激減

ふゆみずたんぼは
冬に水をはる 餌場 ねぐらとな

水鳥の過密化
エサ不足、病気の蔓延

の使用によって、田んぼの生きものは
姿を消していきました。

これからは、農地やその周辺の生きも
のを大切にする、生態系を回復する
農業が求められています。

ず ぼ

冬に水をはる。

農薬を使わないで
有機栽培

餌場やねぐらとなって
水鳥を分散

宮城県蕪栗沼

新潟県佐渡
トキ

兵庫県豊岡市
コウノトリ

国内の実施例
高付加価値米

として生産

ふゆみずたんぼのナゾを解く！

稲の成長や土壌の肥沃性への影響は？

宮城県大崎市 蕪栗沼周辺のふゆみずたんぼ

ふゆみずたんぼは、農業を行いなが
ら生物を保全し、農家の経済を良くす
る取り組みの一つです。

伊豆沼周辺
ガン類

鹿児島県出水市
マナヅル、ナベヅル

http://www.honamikousya.com/
写真：田んぼの生きもの指標、田んぼの生きものおもしろ図鑑

稲の成長や土壌の肥沃性への影響は？

地球温暖化（メタンガス）には
プラス？マイナス？

イトミミズ、トンボ、カエル…こういった
田んぼの生きものの保全効果は？


